
（第三種郵便物認可） ２００９年１２月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

を
受
け
る
際
の
準
備
や
、
指

導
に
対
応
し
う
る
カ
ル
テ
の

書
き
方
、
ま
た
近
畿
厚
生
局

に
移
管
後
の
最
新
の
個
別
指

導
状
況
な
ど
を
述
べ
た
。

　

小
山
榮
三
理
事
・
相
談
役

が
あ
い
さ
つ
し
、
協
会
が
取

り
組
む
会
員
署
名
へ
の
協
力

を
求
め
た
。

く
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

図
示
や
図
説
を
盛
り
込
む
な

ど
情
報
提
供
の
煩
雑
化
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
た
。

　

玉
川
氏
は
テ
キ
ス
ト
「
個

別
指
導
対
策
と
日
常
の
カ
ル

テ
の
書
き
方
注
意
点
」
を
用

い
て
解
説
。
新
規
個
別
指
導

　

北
河
内
・
大
阪
市
東
部
・

大
阪
市
南
部
地
区
は
合
同

で
、
オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー

「
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
ゆ

く
え
と
個
別
指
導
」
を
Ｏ
Ｍ

Ｍ
会
議
室
で
開
い
た
。
18
人

が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
吉

田
裕
志
副
理
事
長
と
玉
川
明

弘
社
保
研
究
部
員
。

　

吉
田
氏
は
、
中
医
協
の
最

新
資
料
を
も
と
に
次
期
診
療

報
酬
改
定
に
つ
い
て
解
説
し

た
。「
患
者
の
視
点
に
立
っ

た
歯
科
医
療
」
は
、
歯
科
疾

患
や
義
歯
の
管
理
に
係
る
情

報
提
供
を
よ
り
分
か
り
や
す

各
地
で
指
導
と
改
定
情
報

情
報
提
供
の
煩
雑
化
が
懸
念

協会の個別指導における成果な
どを指摘する兵頭氏＝11月11日、
堺市内

小
学
校
教
諭
時
代
の
「
子
ど

も
た
ち
に
南
京
で
何
が
あ
っ

た
か
伝
え
た
い
」
と
い
う
思

い
が
活
動
の
原
点
、
映
画
製

作
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
の

侵
略
戦
争
や
南
京
大
虐
殺
の

問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す

る
と
必
ず
妨
害
に
あ
う
と
述

べ
た
。
映
画
は
被
害
者
・
加

害
者
一
人
ひ
と
り
の
証
言
を

符
号
さ
せ
る
こ
と
で
真
実
を

明
ら
か
に
す
る
と
い
う
形
式

で
、
強
姦
・
放
火
・
銃
殺
な

ど
の
虐
殺
の
生
々
し
い
様
子

が
語
ら
れ
て
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
私
達

日
本
人
は
も
っ
と
も
っ
と
イ

ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

人
た
ち
の
事
を
よ
く
知
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。

人
の
増
員
で
は
物
理
的
に
困

難
。
技
官
な
ど
の
増
員
か
、

指
導
方
式
の
変
更
が
必
要
に

な
る
。
協
会
は
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

な
く
殺
す
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ

ラ
ク
に
必
要
な
の
は
「
ア
メ

リ
カ
に
対
す
る
給
油
で
は
な

く
現
地
の
人
々
に
対
す
る
支

援
だ
」と
強
調
し
た
。

　

第
二
部
は
映
画
「
南
京―

引
き
裂
か
れ
た
記
憶
」
上
映

会
を
開
い
た
。
上
映
に
先
立

ち
解
説
し
た
松
岡
環
氏
（
日

中
平
和
研
究
会
代
表
）
は
、

　

ま
た
、
厚
生
局
は
指
導
計

画
の
中
で
、
昨
年
度
実
績
の

15
倍
を
超
え
る
個
別
指
導

（
新
規
開
業
を
除
く
）
を
予

定
し
て
い
る
が
、
事
務
官
１

氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
イ

ラ
ク
の
子
供
を
救
う
会
代

表
）
が
イ
ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
か
ら
持
ち
帰
っ
た
映

像
を
用
い
て
現
地
情
勢
を
報

告
。
国
連
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
入
っ

て
い
な
い
避
難
民
キ
ャ
ン
プ

の
状
況
、
空
爆
や
自
爆
テ
ロ

が
相
次
ぐ
よ
う
な
状
況
に
対

し
て
西
谷
氏
は
「
ア
メ
リ
カ

は
タ
リ
バ
ン
も
市
民
も
関
係

ど
を
解
説
し
た
。
そ
の
中

で
、「
指
導
」は
、
任
意
の
同

意
に
よ
っ
て
成
立
す
る
行
政

指
導
で
、
行
政
手
続
法
の
制

限
を
受
け
る
と
強
調
し
た
。

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九

条
の
会
と
保
険
医
協
会
反
核

平
和
委
員
会
は
「
南
京
大
虐

殺
か
ら
イ
ラ
ク
戦
争
ま
で
無

法
な
侵
略
戦
争
を
考
え
る
」

学
習
会
を
11
月
３
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
医
療
従

事
者
ら
64
人
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
西
谷
文
和

授
）
は
、「
患
者
た
ち
は
昼

か
ら
雨
戸
を
閉
め
て
隠
れ
る

よ
う
に
住
ん
で
い
た
。
病
気

の
悲
惨
さ
に
加
え
貧
困
と
差

別
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
」
と
当
時
の
訪
問
調
査

の
状
況
を
語
り
、
環
境
汚
染

と
食
物
連
鎖
に
よ
る
間
接
的

中
毒
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
さ
れ
、
感
銘
を
受
け
た
講

演
で
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
各
地
の
先

生
方
か
ら
保
険
医
運
動
へ
の

思
い
や
期
待
、
日
常
診
療
の

悩
み
な
ど
が
交
流
で
き
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
。
他
科
の

先
生
方
と
も
親
し
く
な
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
一
歩
保
団

連
と
も
近
づ
く
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
つ
ど
い
で
あ

っ
た
。
最
後
に
な
る
が
、
実

行
委
員
の
先
生
方
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
感
謝
し
た

い
。

の
講
演
と
、
①
勤
務
医
部
会

の
活
動
②
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
③
個
別
指
導
訴
訟

④
レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
訴
訟―

―

な
ど
、
７
協
会
か
ら
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

　

講
演
の
一
つ
で
あ
る
「
水

俣
病
被
害
の
歴
史
」
で
原
田

正
純
氏
（
熊
本
学
園
大
学
教

　

保
団
連
の
「
若
手
医
師
・

歯
科
医
師
の
つ
ど
い
」
が
11

月
22
・
23
日
、
熊
本
県
・
阿

蘇
で
開
か
れ
、
30
協
会
か
ら

82
人
が
集
い
、
学
び
交
流
し

た
。

　

つ
ど
い
は
、「
水
俣
の
歴

史
と
い
ま
」
と
「
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
」
の
２
つ

82
人
が
学
ぶ
講
演
会　

（
11
月
23
日
、
熊
本
県
）

保団連「若手のつどい」に参加して

西成区・寺嶋洋幸

日常診療の悩みなど交流

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

地
区
講
習
会
「
ど
う
変
わ
る

個
別
指
導
〜
09
年
度
計
画
か

ら
見
え
る
も
の
〜
」
を
堺
市

民
会
館
で
開
き
、
25
人
が
参

加
し
た
。
講
師
は
、
山
上
紘

志
協
会
副
理
事
長
、
兵
頭
正

道
社
保
研
究
部
員
。

　

両
氏
は
、集
団
指
導
、集
団

的
個
別
指
導
、
個
別
指
導
な

ど
、各
種
指
導
の
違
い
や
、監

査
へ
の
移
行
ま
で
の
流
れ
な

北
河
内
・
大
阪
市
東
部
・

大
阪
市
南
部
地
区
合
同

11
月
28
日

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

11
月
11
日

「
ア
メ
リ
カ
は
市
民
も
殺
す
」と
西
谷
氏

無
法
な
侵
略
戦
争
を
考
え
る

次期改定の動向を解説する吉田
氏（左）＝11月28日、大阪市内　

生 涯 研 修 講 座
新春特別講演抄録

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

合
併
症
と
し
て
の
歯
周
病

西
村　

英
紀
氏（
広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総

合
研
究
科
健
康
増
進
歯
学
教
授

）

　

一
昔
前
（
と
言
っ
て
も

私
が
ま
だ
、
小
中
学
校
生

の
こ
ろ
）
ま
で
は
虫
歯
と

近
視
が
日
本
人
の
国
民
病

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
今
や
21
世
紀
の

国
民
病
は
糖
尿
病
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
背
景
に
は
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
急
速
な
欧
米
化

（
交
通
手
段
の
発
達
と
食

生
活
に
占
め
る
脂
質
の
摂

取
量
の
増
加
）
が
関
与
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

歯
周
病
は
こ
れ
ま
で
、

糖
尿
病
の
６
番
目
の
合
併

症
（
５
大
合
併
症
で
は
な

い
の
で
併
発
症
と
言
う
人

も
い
ま
す
）
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
糖

尿
病
に
密
接
に
関
連
し
た

肥
満
も
歯
周
病
の
危
険
因

子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
今
風
に
言
え
ば
増

え
続
け
て
い
る
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
患
者

の
多
く
は
歯
周
病
を
発
症

し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
私
ど
も
は
こ
う

し
て
発
症
・
重
症
化
し
た

歯
周
病
が
、
逆
に
軽
微
な

慢
性
炎
症
と
し
て
糖
尿
病

の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

影
響
を
与
え
る
、
あ
る
い

は
心
筋
梗
塞
の
も
と
と
な

る
動
脈
硬
化
の
進
展
に
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
と
の
仮
説
の
も
と
、
検

討
を
加
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
も
し
そ
れ
が
本
当
な

ら
、
今
後
の
歯
科
医
療
の

価
値
が
さ
ら
に
高
ま
る
か

ら
で
す
。
事
実
、「
健
康
日

本
21
」
の
中
で
も
歯
周
病

は
糖
尿
病
や
肥
満
と
並
ん

で
、
早
世
や
障
害
に
つ
な

が
る
危
険
因
子
と
し
て
列

挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
講
演
で

は
、
ま
ず
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
歯
周
病

は
本
当
に
関
連
す
る
の

か
、
そ
う
で
あ
れ
ば
そ
の

関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
に
つ
い
て
私
が
こ

れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
研

究
の
一
端
を
ご
紹
介
し
、

今
後
の
歯
科
医
療
に
は
何

が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て

皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

（再掲）


